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　　　★　マメと暮らす 6
　
　　　「お母さん、なんで私の水筒には氷が入ってないの？」
　　　近年はGWにもなれば暑い日も続き、当たり前のようにアイスクリームやキンキンに冷えた水がテーブルに並ぶ。

　　　幼稚園や小学校でも周りのお友達の水筒には、冷たいお茶。
　　　しかし親心としてはそんな時期から、胃腸を冷やすようなことはしたくない。

　　　旧暦6/1は「氷室の節句」といって暑氣祓いとして、将軍や天皇が氷の上に小豆餡を載せて食べた日。
　　　「そんな偉い人でも旧暦6月まで、氷は食べはらへんかったんやで」
　　　「へぇ～そうなんや！じゃぁ、私も旧暦6月までは氷を口にせんとくっ！！」　とは、ならんよな、、、　（三）

　
　　　ゆらねの主な予定

　　　7/6（土）出張ベースカラー講座＆占い
　　　7/12（金）レイキとダンシャリの座談会
　　　7/20（土）出張推拿＠マルシェノグチさん（京都二条）
　　　7/22（月）酒×占night＠おさけカフェpetit*petitさん
　  　7/28（土）出張推拿と占い＠里の駅大原

　　　興味のあるイベントがあったら、お氣軽にご参加ください
　　　詳しくは http://www.yurane-seitai.com/
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　　　暦とカラダのお話会（土用偏）ご予約受付中

　　　今年の夏の土用は、7/20～8/7。この期間を
　　　上手に過ごすことが、秋の健やかさに繋がります。

　　　丑の日、夏越の祓え、旧暦七夕といった祭事を
　　　読み解きながら、土用の養生をお伝えします。
　　　ご興味のある方は、お声掛けください。



　　　　★　レイキとダンシャリ

　　　…のごく個人的な共通項として
　　　めちゃんこ勉強した
　　　ってゆうのがある。

　　　本、資料、ノート、メモなどの
　　　整理をしていて思った。
　　　猛勉強していた過去の自分を褒めたたえながら
　　　ちょっとずつ紙モノをサヨナラ中。
　　　特にレイキのメモの量の凄さよ…

　　　人それぞれのやり方があるけれど
　　　やはり基礎あっての応用かと。
　　　結果は急がない方が絶対いい。
　　　“守破離”ですね★

　　　暑さも増し増しの季節
　　　焦らずゆらりと参りましょう～
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　　　【文・編集】　ゆらね推拿担当 三木哲哉

　　　陰陽五行の自然観を学びながら、
　　　整体や養生のことをお伝えしています。
　　　出張施術・講座などお氣軽にお声掛けください。
　　　tetsuya.miki@yurane-seitai.com

　　　【新聞連載】　「ちいさないきもの」担当　mu-ran

　　　中医学の考えをベースに日々楽しく暮らしています。
　　　家スイナ、移動スイナ、夜スイナは現在育児休業中ですが、
　　　臨機応変に対応致します。
 
　　　tel 09096113230  mail　ikumi-n.13@ezweb.ne.jp
　　　twitter　＠mimiosumaseva

　　　　★　さいご何食べたい？

　　　　レイキ交流会でみんなで鞍馬に登った後
　　　　ご飯を食べに行った。

　　　　ビール片手に餃子を頬張りながら
　　　　「最後の晩餐は、ビールに餃子がいいわ～」と
　　　　生徒さんがつぶやいた。

　　　　焼きそば、おにぎりと卵焼き、すき焼き、、、

　　　　色々出た中で「関のうなぎが食べたいわ〜」
　　　　という声があった。

　　　　話しを聞いてたら、食べてみたくなってしまい
　　　　思い立ったら吉日ってことで、関（岐阜）へ

　　　　老舗っぽい店に着くと、すでに結構な人が並んでいた。
　　　　日曜だったせいもあるのかご家族連れや
　　　　ご年配の方がとても多かった。

　　　　その生徒さんは、岐阜の生まれ
　
　　　　最後の晩餐って、好物という要素にプラス
　　　　思い出とかも加味されるよな～
　　　　なんて思いながら順番を待っていました。

　　　　さいご何食べたい？？　　　（三）


